
てんとうむし106
1981. NQ7

兵庫県のクビナガハムシ
(兵庫県甲虫相資料・94）

橋寿郎局

に分布している可能性は充分ある。

産地：美方郡浜坂[lex.,13-Ⅵ-1976, Isonoleg.,

lex., 1－Ⅵ-1977, Shimoda leg.，磯野, 1979)*

2． Lemaadamsii Baly, 1865

キベリクビボソハムシ

本種も黄赤褐色、頭楯の2紋、前胸背の4紋、各上

翅の巾広い縦帯紋が黒色を呈するのが基本的な形態で

光沢もあり美しい種である。

食草はヤマノイモが知られている。斑紋の変化も割

合あるようでその変化については中條博士が詳しく書

いておられる（新昆虫,W, 13, pp.4-6, 1954)。

兵庫県下では大変個体数の少い種の1つである。全国的

にもそう多くいる種ではなさそうである。生態に就い

ても詳しい報告はない。

・産地：神崎郡大河内町川上〔木元・日浦， 1971〕・

宍粟郡音水(lex.,21-Ⅵ-1972)。 氷上郡神楽村稲土
〔山本， 1953, 1958〕・ 出石郡出石町林木〔高橋， 19

63〕。

ハムシ科(Chrysomelidae)のクビナガハムシ亜科

(Criocerinae)に属するハムシ類は非常にきれいな種

が多く、その県下における分布も長い間調査して、或

る程度わかってきたように思われるので此処に現時点

での県下の分布をまとめておくことにする。

（SubfamilyCriocerinaeクビナガノ､ムシ亜科

日本産は4属30種が知られていて兵庫県下には4属

19種を産する。

l. Criocerisquatuordecimpunctata(Scopoli,1763)

ジュウシホシクビナガノ､ムシ

体背面は赤褐色で黒紋を有した種で（通常前胸背に

5個、上翅に14個の黒色斑紋を有する）、 大変顕著な

ものであるから同定の間違はないと考えられる。この

黒紋には変化があると （湯浅、昆虫、Ⅲ， 2：37-42,

1938)。

生態に就いては福田彰氏の報告(日本の甲虫, 11,

2 ：91, 1938)があり同氏により幼虫の図説もある（日

本幼虫図鑑, p.493, f､926,1959)。 食草としては栽

培アスパラガス（オランダキジカクシ）が知られてい

る。

本種は全国的に見ても余り分布の知られていない種

の1つである（長野県あたI)で栽培アスパラガスの害

虫として問題になったことがあると)。

県下では全く記録がなかったが美方郡浜坂で採集さ

れている。城崎郡の神鍋山周辺ではアスパラガスの栽

培が盛んとのことであるからこの付近にはいるように

考えられるが今の所上記場所以外知られていない。浜

坂ではアスパラガスの栽培は行われていないむね記し

ておられるので他の食草があるのかも知れない。大野

氏はキジカクシ、タマボウキ、 クサスギカズラ等々の

可能性を示唆しておられる （昆虫と自然, 11, 4 : 9

-13, 1967)。 この属のカタホシクビナガハムシC.

orientalisJacobyは今の所兵庫県下の記録がないがこ

ちらも本州の日本海沿岸から九州の西岸地帯において

分布している種である様だから県の日本海沿岸の地域

3. LemacirsicolaCh6j6, 1959

アザミクビボソノ､ムシ

かなり県下に広く分布している種であるがどちらか

と言えば海岸線ぞいでは個体数はや、少いようである。

生態については高倉氏の報文があり （新昆虫, V,

4 :40, 1952), 幼虫は林氏が図説されている（日本

幼虫図鑑， p、 494, f.928, 1959)。

食草はアザミ類といわれている。

産地：川辺郡猪名川町杉生新田〔仲田， 1979〕・ 神

戸市六甲山(2exs., 18－Ⅵ-1967)。 多可郡鳥羽(lex.，

29-Ⅳ-1972)。 神崎郡大河内町川上(3exs., 14－V

-1977)。 飾磨郡夢前町我孫子(lex.,5－Ⅶ-1979)。

相生市三濃山(lex.,7-V-1972, lex.,6-V-1973,

lex.,6－Ⅶ-1973,5exs.,28－Ⅳ-1974, lex.,3-V

-1974, 2exs., 1－Ⅵ-1974, lex.,8－Ⅵ-1974)。

（

＊産地で〔 〕は文献からの引用。 （ ）は筆者の採集

並びに恵与を受けて現在所有標本。県関係の文献

は拙著文献目録、改訂版（1981）を参照下さい。
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宍粟郡音水(lex.,21-Ⅶ-1955, lex.,16-Ⅶ-1972,

lex.,13-V-1973, lex.,15－Ⅶ-1973, lex.,21-V-

1979)。赤西(lex.,21-V-1979, lex.,27-V-1979,

lex.,3－Ⅵ-1979), 坂ノ谷(3exs., 9－Ⅵ-1973)｡

氷上郡〔山本， 1953〕・ 出石郡出石町荒木〔高橋， 19

63〕･ 城崎郡竹野三原〔高橋， 1975〕・養父郡関宮町

大久保，鉢伏山〔木元， 日浦， 1971〕， 氷ノ山(lex.,

25-Ⅶ-1955, lex.,27-Ⅶ-1956)｡美方郡扇ノ山〔辻，

辻・岸田， 1972，高橋， 1975〕。

上翅は黄褐色で2～10の黒紋を具えるはっきりした

ハムシで同定を間違えることはないと思われる。た守

斑紋の変化はだいぶあるようで無紋型ab. brunnei-

pennisMatsumuraetKuwayamaもあるとのこと。

卵から成虫までの原色図説もあり （新昆虫, 11, p1.

7， 1949)， 生活史、斑紋変異については馬場博士の

詳細なる研究がある（新潟高校蝋自然研究〃第1， 2，

4号， 1932-1935)。 またそれ以外に斑紋の変化につ

いては多くの報告がある （高倉，新昆虫,V,2,p､40,

1952.,橋本，新昆虫, V, 12, p.45, 1952.，山本，新

昆虫,W, 6, p.48, 1953.,穂積，新昆虫, W, 10,

p､37, 1953.,盛原，新昆虫,W, 10, p､41, 1954)。

食草はクコであるからクコを見つければ本種は見ら

れると思うのだが県下の記録はそれ程多くない（川西

市大和には多産の報告がある)｡加古川でも本種が多く

いたと言う連絡を受けたが確認出来なかった。

産地：三原郡阿万西町〔久松， 1974〕･ 川西市大和

〔仲田, 1980)・神戸市六甲山(3exs., 4-V-1958),

烏原(3exs., 29－Ⅳ-1970), 高取山〔鳥居〕・ 高砂

市(Kuwayama, 1932)・ 氷上郡〔山本, 1958)。

4． Lemaconcinnipennis Baly, 1865

キバラルリクビボソノ､ムシ

余り産地の記録はなかったが神戸市内では極めて普

勘こ産する種であり県下の分布も恐らく広いものと考

える。

生態に就いては高倉氏の報文があI) (新昆虫， Ⅳ，

13, pp､14-16, 1951)。 また幼虫については黒佐氏の

記録がある （新昆虫,m, 9, p.43, 1955)。 食草と

してはツユクサが知られている。

産地：津名郡岩屋(lex.,29-Ⅳ-1961),愛宕山〔大

野, 1969)｡ Hiogo(Baly,1873)。 神戸〔和田,1950),

，再度山(lex.,20-Ⅵ-1979), 藍那(lex.,22-V-19
’ 78)， 烏原(2exs., 16-V-1971, 2exs.,23-V-19

1職奎19鶉ﾃ鰯空前雪;;,1'壼鰯型尚
7', 4T｣-Ⅶ-1971, lex.,18-Ⅶ-1971, lex.,25
－Ⅶ-1971, lex.,8－Ⅷ-1971,lex.,3-V-1972,

19exs., 14-V-1972,6exs., 28-V-1972,5exs.，

2－Ⅶ-1972, 3exs., 18－Ⅶ-1972, lex.,1-V－19

73, 3exs., 5－V-1973, lex.,8－Ⅶ-1973, lex.,9

’ 一Ⅵ-1974,2exs., 21-V-1978,lex.,22-Ⅵ-1980)。

｜ 明石市明石公園(lex.,15-Ⅵ-1975)。氷上郡柏原〔山

｜ 本， 1953, 1958〕・ 出石郡出石町暮坂〔高橋， 1963〕。
養父郡氷ノ山(lex.,27-Ⅷ-1956)。

5． Lema coronata Baly, 1873

トケアシクビボソノ､ムシ

筆者は県下から未採集である。記録も多くない。よ

り一層の調査が必要である。生態に就いては高倉氏の

報文がある（新昆虫, VI, 7, pp.17-19, 1953)。

食草はツユクサが知られている。

産地：津名郡愛宕山〔大野， 1969〕・ 宝塚市内〔後

藤， 1955〕・ 氷上郡〔山本， 1958〕･ 出石郡出石町水

上〔高橋， 1963〕。

6. Lemadecempunctata Gebber, 1830

クコクビボソノ、ムシ

7, Lemadelicatula Baly, 1873

キオビクビボソノ､ムシ

戦前神谷一男氏により 蝋日本の甲虫，第1巻，第1

号〃のトップの原色図版第1図に本種が図説され（19

37）その美しさに心ひかれなんとか採集したいものだ

と思っていたが戦前は採集が出来ずじまいであった。

戦後神戸市内の原、山の街で案外注意すれば採集

出来ることがわかつな。依然県下での産地は余り知ら

れていないが市内に多いことからして分布は可成り広

く産するように考えている。食草はツユクサが知られ

ている。

生態に就いては高倉氏の報文がある （新昆虫， Ⅳ，

13, pp.14-16, 1951,W, 7, p､18, 1953)。

産地：津名郡愛宕山〔大野, 1969)｡ Hiogo(Baly,

1874〕･ 神戸〔和田, 1950), 烏原(lex.,4－Ⅶ－19

71,lex.,11－Ⅶ-1971, lex.,14-V-1972, lex.,4-

Ⅵ-1972, lex.,18－Ⅶ-1972,2exs.,27－Ⅳ-1973,

lex., 3－Ⅷ-1974, 2exs., 12－Ⅵ-1976), 山の街

(3exs.,30-V-1953)。 氷上郡柏原〔山本, 1953,

1958〕。

8, Lema dilecta Baly, 1873

マエボシクビボソ′､ムシ

Lema属中最小の種でありOulema属のハムシに似

るとある。BalyによりHiogo産1頭の標本で命名記載
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11. Lilioceris (Bradyceris) lewisi(Jacoby､1885)

ルイスクビナガハムシ

戦前神谷氏によi)美しい原色で図説され（日本の甲

虫, I． 1 : 2, pl． 1, f. 2, 1937)注目された。県下

氷ノ山での記録は古くあり，辻氏は同山の山頂で吹き

あげられてくる6exs.を採集され見せて下さった（内

lex.恵与さる)｡県下全般には大変個体数の少い種の1

つである。

食草としてはマイヅルソウ・ナルコユリ ・ ミヤマナ

ルコユリ ・ギボシグサ・オオバキボシ・ヤマナルコユ

リ ・チゴユリ等多く知られている。

産地：神崎郡大河内町砥ノ峯(lex.,2－Ⅶ-1977)。

宍粟郡音水(lex.,22-V-1965,K.Tsuji leg.)･城

崎郡阿瀬渓谷〔高橋， 1978〕・養父郡氷ノ山〔岩本，

、 1936，高橋,1978,6exs.,11-Ⅵ-1972,K.Tsujileg.]｡
美方郡扇ノ山〔辻， 1936,辻・岩田， 1972〕。

産地：川西市山原、笹部〔仲田， 1978〕・ 神戸市六

甲山(1ex.jl5-Ⅶ-1956),谷上(1ex.,3-V-1957),

金剛童子山(1ex., 24－Ⅵ-1956), 藍那(1ex.,19-Ⅵ

-1978, 2exs.,27－Ⅶ-1978, 1ex.,18-V-1980)。

相生市三濃山(1ex.,3-V-1969,1ex.,3-V-1974,

lex.,18-V-1974)。氷上郡〔山本, 1953, 1958)・

出石郡伊東町〔高橋， 1963〕。

15．Lilioceris (s.str.) rugata(Baly, 1865)

ヤマノイモアカハムシ

普通に産する種である。食草はヤマノイモ、オニド

コロ、ウチワドコロなどヤマイモ科の植物が知られて

いる。生態に就いての報告はほとんど知られていない。

幼虫については林氏の図説がある（日本幼虫図鑑， p、

492. f. 925, 1956)。

産地：津名郡五色町下堺〔堀田， 1978〕・ 洲本市三

熊山(Hirochietc. 1977)。三原郡諭鶴羽山，鮎屋〔大

野， 1969〕・ 川辺郡猪名川町上阿古谷〔仲田， 1978〕・

川西市西谷村(KimotoetHiura､ 1964), 笹部，山原

〔仲田, 1978)｡ Hiogo(Baly, 1865)・ 神戸市御影

〔関， 1933〕， 保久良山( 3exs., 1-V-1975,2exs.,

12-V-1978), 杣谷〔鳥居, 1961), 布引(1ex.,17

-V-1958), 烏原(1ex.,2-V-1943, 1ex.,2-V

-1957, 1ex.,5－Ⅵ-1966, 1ex.,26-Ⅵ-1966, 1ex.，

3－Ⅷ-1966, 1ex.,24-Ⅶ-1966,1ex.,11-Ⅵ-1967,

2exs., 2-V-1971, 2exs., 16-V-1971,2exs., 26

-V-1971, 4exs., 30-V-1971,4exs., 13－Ⅵ－19

71,1ex.,27-Ⅵ-1971, 1ex.,11-Ⅶ-1971, 1ex.,25-

Ⅶ-1971, 2exs., 18－Ⅶ-1971, 1ex.,12-V-1972,

1ex.,23-Ⅶ-1972, 1ex.,27-Ⅳ-1973, 1ex.,1-V-

1973, 3exs., 5-V-1973, 1ex.,4-V-1974,2exs.，

5－V-1974,3exs., 9－Ⅵ-1974, 1ex.,27-Ⅶ－19

74, 1ex.,3－Ⅷ-1974, 1ex.,12-Ⅵ-1974, 1ex.,17-

Ⅶ-1976, 1ex.,1-V-1977, 1ex.,8-V-1977,

1ex.,1－Ⅵ-1979, 1ex.,1－Ⅵ-1980), 藍那(1ex.，

29-V-1978, 2exs., 8－Ⅵ-1978), 谷上(1ex.,29

－Ⅳ-1938)， 丹生山(1ex.,5-V-1956), 高取山

〔鳥居， 1961〕・ 氷上郡柏原(1ex.,10-V-1953)(山

本， 1953, 1958〕・神崎郡笠形山(1ex.,12-V-1966)。

多可郡白山(4exs.,3-V-1973, 1ex.,27-V-1973),

三谷(2exs.,24－Ⅵ-1975)。 神山郡大河内町川上

(1ex.,18-Ⅵ-1977)。 相生市三濃山(2exs., 7-V

-1972,2exs., 6-V-1973,3exs.,20-V-1973,

3exs., 6－Ⅶ-1973, 1ex.,18-V-1974, 1ex.,1－Ⅵ

-1974, 1ex.,8－Ⅵ-1974)。 宍粟郡音水(1ex.,20-

Ⅶ-1959,1ex.,10-V-1970,1ex.,31-V-1970, 1eX.,

12.Lilioceris (s.str.) balyiCh6jo. 1962

ベーリークビナガ'､ムシ

本種は原記載以後現在の所採集記録は何処からも知

られていない。最近芦屋市の奥池からネクイハムシの

新種が記載されている（木元， 1981)。 思わぬ種がま

だいるわけでこの種ももっと良く調査してみなければ

ならない。

産地：兵庫〔を旱,G.Lewisleg.,中條, 1962)。

13.LiliocCris (s.str.)merdigera(Linne. 1758)

ユリクビナガノ､ムシ

本種は兵庫県下から篠山産（岩田久二雄博士採集）

というのがある（高倉， 1961)。 これが県下で唯一の

記録でその後採集されたと言うのを知らない。筆者も

未採集である。県下の産出状況の不明の種である。

､ 生態に就いては狩谷（農事改良資料, 40, 1933),
高倉（北九州の昆虫,Vol.8, NOl : 1-2, 1961)

の報文が貴重である。食草としてはテッポウユリが知

られている。

産地：多紀郡篠山〔岩田久二雄博士採集，高倉， 19

61，大野， 1967，長谷川， 1980〕。

14.Lilioceris(s.str.)parvicollis (Baly. 1873)

クビグロクビナガ'､ムシ

本種も一般的にはそう個体数の多い種類ではない。

余り山地にはいないのか県北部山岳地帯での産が知ら

れていない。

生態についての詳しい報告はないが幼虫の記載はあ

る（林， 日本幼虫図鑑, p.492, f､924, 1956)。
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